
令和４年３月１８日 

文化審議会の答申（登録有形文化財（建造物）の登録）について 

１．今回答申された登録有形文化財（建造物）の概要 

新規登録 累 計 

登 録 件 数 ９０ １３，４２２ 

関係都道府県数 ２１ ４７ 

関係市町村(区)数 ３２ ９９９ 

○時 代 別 （件） 

江戸以前 明 治 大 正 昭 和 計 

新規登録 １０ １９ １７ ４４ ９０ 

累 計 ２，３８７ ４，２３５ ２，７２６ ４，０７４ １３，４２２ 

○種 別 （件） 

産 業 

交通 
官公 

庁舎 
学校 

生活 

関連 

文化 

福祉 
住宅 宗教 

治山 

治水 
他 計 

1次 2次 3次 

新 規 1 4 5 4 2 4 0 16 36 18 0 0 90 

累 計 119 1,413 1,681 513 237 417 337 460 6,009 1,928 223 85 13,422 

（件） 

建 築 物 土木構造物 その他の工作物 計 

新規登録 ７２ ０ １８ ９０ 

累 計 １０，６４３ ６６３ ２，１１６ １３，４２２ 

文化審議会（会長 佐藤
さ と う

 信
まこと

）は、令和４年３月１８日（金）に開催され

た同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、新たに９０件の建造物を登録

するよう文部科学大臣に答申しました。 

この結果、官報告示を経て、登録有形文化財（建造物）は１３，４２２件

となる予定です。 
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提供：奥州市教育委員会 

今回の答申における主なもの 

① スイス人建築家が設計した空
そら

沼
ぬま

岳のヒュッテ 

001 北海道大学空
そら

沼
ぬま

小屋
こ や

 北海道札幌市 昭和３年 

札幌南郊、空沼岳の万計
ばんけい

沼
ぬま

畔
ほとり

に所在する

北海道大学の山小屋。建設の発意に秩父宮
ちちぶのみや

雍
やす

仁
ひと

親王が関わり、基本設計はスイス人建

築家の Ｍ
マックス

・ヒンデル。丸太組構法で、登山

者が集えるストーブ周りの吹抜や、３０人

を収容可能な二階の寝所など、機能的で良

質なスイス風のヒュッテ（山小屋）。 

② 水沢
みずさわ

城下武家住宅の系譜を引く数寄屋
す き や

風邸宅 

002 旧安倍
あ べ

家住宅主屋 岩手県奥州市 明治前期 

水沢城下の中心部に位置する近代和風

住宅。技巧を凝らした二階座敷など数寄屋
す き や

風の意匠を施し、見所が多い。屋敷は表門

を通りに面して構え、北国特有の板蔵
いたぐら

や土

蔵を配するなど、建物と相まって近世武家

住宅の系譜を見て取れる。 

③ 文人
ぶんじん

墨客
ぼっかく

が集った和紙産地のランドマーク 

013 旧岡山
おかやま

酒造養
よう

浩
こう

園喜
き

雨
う

亭 茨城県常陸大宮市 明治中期 

和紙や 楮
こうぞ

の市
いち

が開かれた高部
た か ぶ

地区中心

部に位置する造り酒屋の座敷棟。一階は茶

室、二階は床構え付きの座敷からなり、

障壁画
しょうへきが

に書画
し ょ が

を飾り、広大な庭園である養

浩園を見下ろす。三階部分には酒の看板を

掲げて広告塔の役目も果たし、特徴ある町

並みを形成する。 
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提供：宗教法人四天王寺 

提供：奈良市教育委員会 

④ 戦災と台風被害から復興した古代寺院伽藍
が ら ん

037 四
し

天王寺
てんのうじ

五重塔 大阪府大阪市 昭和３４年 

 戦災やジェーン台風で失われた四天王寺

伽藍の、鉄骨鉄筋コンクリート造による再建

建造物群。五重塔は心柱を立てずに昇降に供

する二重螺旋
ら せ ん

階段を設けるなど近代的な側

面を備えつつ、中国の古代壁画や発掘調査成

果を取り入れながら、伽藍全体に飛鳥
あ す か

様式を

基調とした復古
ふ っ こ

建築。建築史家藤島
ふじしま

亥
がい

治郎
じ ろ う

の

設計で、施工は大林組。 

⑤ 女子大前のまちかどの小さな洋風交番

066 旧奈良警察署鍋屋
な べ や

巡査派出所 奈良県奈良市 昭和前期 

 奈良女子大学向かいの市街地の一角に位置

する洋風の派出所。当初はスレート葺きで、

隅切
す み き

り部に切妻
きりづま

破風
は ふ

とフィニアルを載せる。

外壁はモルタル塗りで柱や梁を表現し、柱間
はしらま

をドイツ壁仕上げとする。住民と大学と奈良

市が協働
きょうどう

して、地域の拠点施設及び観光案内

所として活用している。 

⑥ 大社造
たいしゃづくり

に相応しい建築史家監修による大型拝殿 

075 美保
み ほ

神社拝殿 島根県松江市 大正１３年 

桁行１６メートル、梁間１２メートルを

超える切妻造
きりづまづく

り 柿
こけら

葺
ぶ

きの建物で、下屋
げ や

中央

に切妻破風を付して正面性を高める。内部

は石敷きで円柱を並べ 厳
おごそ

かな空間を形づく

り、大社造の重要文化財美保神社本殿に相

応しい壮大な拝殿。建築史家伊東
い と う

忠
ちゅう

太
た

と明

治神宮造営局木村
き む ら

米
よね

次郎
じ ろ う

の設計。 

＜担当＞ 文化庁文化財第二課電話：03-5253-4111（代表） 

課  長 山下 信一郎  

課長補佐 山村 満理子 

登録部門 黒坂 貴裕、清永 洋平（内線 2797） 

審議会係 川口 雅之、福島 絵里奈（内線 3160） 
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

種
別

基
準

1
北
海
道
大
学
空
沼
（
そ
ら
ぬ
ま
）
小
屋
北
海
道
札
幌
市

S
3
／
H
2
8
改
修

空
沼
岳
の
万
計
沼
(ば
ん
け
い
ぬ
ま
）
畔
に
所
在
す
る
山
小
屋
で
、
建
設
の
発
意
に
秩

父
宮
雍
仁
（
や
す
ひ
と
）
親
王
が
関
わ
り
、
ス
イ
ス
人
建
築
家
ヒ
ン
デ
ル
が
設
計
し
た
。

丸
太
組
構
法
の
二
階
建
て
で
、
小
規
模
な
が
ら
機
能
的
で
最
大
三
〇
名
宿
泊
可

能
。
ス
ト
ー
ブ
廻
り
の
吹
抜
け
な
ど
、
ス
イ
ス
の
良
質
な
山
小
屋
を
思
わ
せ
る
。

建
築
物

文
化
福
祉

2

2
旧
安
倍
家
住
宅
主
屋

M
前
期
／
T
後
期
増
築

建
築
物

住
宅

2

3
旧
安
倍
家
住
宅
板
蔵

M
前
期

建
築
物

住
宅

1

4
旧
安
倍
家
住
宅
土
蔵

M
後
期

建
築
物

住
宅

1

5
旧
安
倍
家
住
宅
表
門

T
後
期

工
作
物

住
宅

1

6
旧
安
倍
家
住
宅
庭
門

T
後
期

工
作
物

住
宅

1

7
旧
櫻
井
醸
造
(ヤ
マ
カ
ノ
醸
造
)事
務

所
M
4
2
／
S
前
期
改
修

建
築
物

産
業
2
次

1

8
旧
櫻
井
醸
造
(ヤ
マ
カ
ノ
醸
造
)南
蔵

M
4
5

建
築
物

産
業
2
次

1

9
旧
櫻
井
醸
造
(ヤ
マ
カ
ノ
醸
造
)醸
造

蔵
M
後
期
／
S
前
期
改
修

建
築
物

産
業
2
次

1

1
0

大
高
森
薬
師
堂

宮
城
県
東
松
島
市

T
前
期

特
別
名
勝
松
島
の
宮
戸
島
（
み
や
と
じ
ま
）
に
あ
る
薬
師
堂
で
、
公
園
整
備
の
一
環
で

建
設
さ
れ
た
。
宝
形
（
ほ
う
ぎ
ょ
う
）
造
り
桟
瓦
葺
き
。
円
柱
で
、
組
物
は
舟
肘
木
、
軒
は

一
軒
疎
（
ま
ば
ら
）
垂
木
と
す
る
。
向
拝
を
持
た
ず
、
瓦
当
（
が
と
う
）
に
蓮
華
文
（
れ
ん

げ
も
ん
）
を
施
す
な
ど
復
古
的
な
様
相
を
示
す
仏
堂
。

建
築
物

宗
教

1

1
1

旧
三
宮
堂
（
さ
ん
の
み
や
ど
う
）
田
中

医
院
診
療
所

T
1
1
頃

建
築
物

文
化
福
祉

1

1
2

旧
三
宮
堂
田
中
医
院
煉
瓦
蔵

S
2
頃

建
築
物

文
化
福
祉

1

岩
手
県
奥
州
市

宮
城
県
登
米
市

福
島
県
双
葉
郡
双
葉
町

水
沢
城
下
武
家
町
に
所
在
す
る
屋
敷
の
一
連
の
建
物
。
主
屋
は
二
階
建
て
玄
関
棟

に
、
座
敷
棟
を
雁
行
し
て
配
す
。
座
敷
を
Ｌ
字
に
連
ね
、
庭
園
に
面
し
て
縁
を
巡
ら

す
。
二
階
座
敷
は
傘
天
井
と
し
数
寄
屋
風
（
す
き
や
ふ
う
）
に
技
巧
を
凝
ら
し
、
全
体
と

し
て
上
質
な
近
代
和
風
住
宅
。
板
蔵
は
主
屋
の
北
東
で
街
路
に
面
す
る
平
屋
建
て

で
、
東
北
地
方
に
多
い
板
壁
の
倉
庫
で
、
歴
史
的
景
観
を
形
成
す
る
。
土
蔵
は
主
屋

の
東
に
あ
り
、
鏝
絵
（
こ
て
え
）
や
海
鼠
壁
（
な
ま
こ
か
べ
）
で
意
匠
を
凝
ら
し
た
豪
壮
な

建
物
。
表
門
は
敷
地
北
面
中
央
に
開
き
、
軒
を
漆
喰
で
塗
り
籠
め
た
独
特
な
意
匠
と

す
る
。
庭
門
は
庭
園
の
東
辺
に
開
く
瀟
洒
な
腕
木
門
。
城
下
の
武
家
屋
敷
の
構
成
を

継
承
す
る
建
物
群
。

登
米
城
下
町
南
辺
に
所
在
す
る
町
家
で
醤
油
醸
造
業
の
事
務
所
（
主
屋
）
と
醸
造
蔵

二
棟
。
事
務
所
は
角
地
に
あ
る
二
階
建
て
切
妻
（
き
り
つ
ま
）
造
り
の
建
物
で
、
梁
を
重

ね
た
束
立
て
の
小
屋
組
、
軒
の
出
桁
（
だ
し
げ
た
）
造
り
を
見
せ
て
、
壁
を
下
見
板
張
り

と
す
る
。
主
屋
か
ら
通
り
を
挟
ん
で
所
在
す
る
醸
造
蔵
の
う
ち
、
南
蔵
は
太
い
鉢
巻
と

勾
配
屋
根
が
特
徴
的
で
、
小
屋
組
は
斜
材
を
用
い
た
洋
小
屋
を
模
し
た
構
造
と
す

る
。
醸
造
蔵
は
腰
屋
根
と
窓
で
通
気
性
を
確
保
し
た
蔵
で
、
海
鼠
壁
で
意
匠
を
凝
ら

す
。
地
域
の
酒
造
の
歴
史
と
景
観
を
伝
え
る
。

双
葉
駅
前
の
旧
陸
前
浜
街
道
沿
い
に
所
在
す
る
医
院
の
洋
風
診
療
所
と
煉
瓦
（
れ

ん
が
）
造
倉
庫
。
診
療
所
は
二
階
建
て
で
、
寄
棟
造
り
の
正
面
に
切
妻
破
風
と
フ
ィ
ニ

ア
ル
を
掲
げ
る
。
一
階
は
診
療
室
な
ど
で
、
二
階
は
床
（
と
こ
）
付
き
座
敷
と
洋
室
を
並

べ
る
。
煉
瓦
蔵
は
イ
ギ
リ
ス
積
み
で
壁
頂
部
に
軒
蛇
腹
（
の
き
じ
ゃ
ば
ら
）
を
回
す
。
町

の
象
徴
的
な
建
物
と
し
て
親
し
ま
れ
る
。
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

種
別

基
準

1
3

旧
岡
山
酒
造
養
浩
園
喜
雨
亭
（
よ
う
こ

う
え
ん
き
う
て
い
）

茨
城
県
常
陸
大
宮
市

M
中
期
／
H
7
改
修

紙
や
楮
（
こ
う
ぞ
）
の
市
が
開
か
れ
た
高
部
（
た
か
ぶ
）
に
所
在
す
る
造
り
酒
屋
の
木
造

三
階
建
て
の
座
敷
棟
。
入
母
屋
造
り
で
当
初
は
木
羽
葺
き
。
二
階
に
床
付
き
座
敷
を

構
え
て
書
画
を
飾
り
、
接
客
に
用
い
る
。
三
階
は
壁
面
に
看
板
と
色
ガ
ラ
ス
を
嵌
め
て

広
告
に
用
い
、
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
。

建
築
物

産
業
2
次

1

1
4

谷
中
家
住
宅
主
屋

茨
城
県
結
城
郡
八
千
代
町
M
3
0
／
S
初
期
改
修

鬼
怒
川
西
岸
の
坪
井
に
所
在
す
る
農
家
。
寄
棟
（
よ
せ
む
ね
）
造
り
茅
葺
き
で
軒
を
せ

が
い
造
り
と
し
、
軒
付
（
の
き
づ
け
）
は
新
旧
の
荢
殻
（
お
が
ら
）
を
市
松
模
様
に
し
て
意

匠
を
凝
ら
す
。
内
部
は
土
間
と
六
間
取
り
の
居
室
で
、
さ
ら
に
北
側
に
下
屋
で
三
室
を

並
べ
る
。
地
域
の
伝
統
的
な
農
村
景
観
を
形
成
す
る
民
家
。

建
築
物

住
宅

1

1
5

高
畠
家
住
宅
主
屋

T
1
5

建
築
物

住
宅

1

1
6

高
畠
家
住
宅
正
門

T
1
5
頃

工
作
物

住
宅

1

1
7

高
畠
家
住
宅
塀
及
び
石
垣

T
1
5
頃

工
作
物

住
宅

1

1
8

呉
竹
文
庫
主
屋

S
3

建
築
物

文
化
福
祉

2

1
9

呉
竹
文
庫
書
庫
及
び
閲
覧
室

T
4
頃
／
S
3
増
築

建
築
物

文
化
福
祉

2

2
0

呉
竹
文
庫
土
蔵

M
2
2
頃
／
H
2
改
修

建
築
物

文
化
福
祉

2

2
1

呉
竹
文
庫
茶
室

S
1
8
頃

建
築
物

文
化
福
祉

2

2
2

山
本
家
住
宅
主
屋

山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河

口
湖
町

S
2
9
／
S
4
6
増
築
・
H
3
1
改
修

河
口
湖
南
東
に
位
置
す
る
和
風
住
宅
。
入
母
屋
造
り
屋
根
の
平
屋
建
て
で
、
東
に
切

妻
造
り
の
二
階
を
増
築
し
、
正
面
に
入
母
屋
造
り
玄
関
を
付
す
。
内
部
は
四
間
取
り
座

敷
で
北
西
を
床
構
え
付
き
座
敷
と
す
る
。
湖
畔
の
伝
統
的
集
落
景
観
を
形
成
す
る
。
建
築
物

住
宅

1

東
京
都
千
代
田
区

石
川
県
白
山
市

神
田
駿
河
台
に
所
在
す
る
近
代
和
風
住
宅
で
、
実
業
家
の
隠
居
屋
敷
と
し
て
建
設
さ

れ
た
。
屋
敷
は
、
間
知
石
（
け
ん
ち
い
し
）
布
積
み
の
石
垣
と
、
そ
の
上
に
巡
る
桟
瓦
葺

き
の
塀
で
囲
む
堂
々
と
し
た
構
え
で
、
正
面
石
垣
に
正
門
と
な
る
腕
木
門
を
開
く
。
正

門
は
切
妻
造
り
桟
瓦
葺
き
、
起
り
屋
根
で
数
寄
屋
風
の
意
匠
と
す
る
。
主
屋
は
入
母

屋
（
い
り
も
や
）
造
り
桟
瓦
葺
き
で
霧
除
庇
（
き
り
よ
け
び
さ
し
）
を
回
し
、
外
観
に
加
え
て

内
部
の
風
格
あ
る
座
敷
は
見
応
え
が
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
、
床
組
の
火
打
梁
（
ひ

う
ち
ば
り
）
、
補
強
金
具
等
、
耐
震
に
配
慮
し
た
関
東
大
震
災
復
興
建
築
と
し
て
貴
重

で
、
都
市
化
が
進
む
ビ
ル
街
に
往
時
の
町
の
景
観
を
留
め
る
。

手
取
川
河
口
の
旧
湊
村
に
実
業
家
が
設
立
し
た
私
設
図
書
館
。
主
屋
は
平
屋
建
て

の
上
質
な
近
代
和
風
住
宅
で
、
片
廊
下
の
南
に
広
縁
と
次
の
間
を
備
え
る
表
座
敷
、

仏
間
座
敷
、
白
樺
の
床
柱
を
用
い
た
数
寄
屋
風
の
角
座
敷
（
つ
の
ざ
し
き
）
を
配
す

る
。
書
庫
は
土
蔵
造
り
で
掛
子
塗
り
の
扉
を
開
き
、
一
階
に
書
棚
を
並
べ
、
二
階
は
重

厚
な
洋
風
意
匠
の
書
斎
と
し
、
全
体
と
し
て
和
洋
折
衷
に
ま
と
め
る
。
付
属
す
る
閲
覧

室
棟
は
、
一
階
を
閲
覧
室
、
二
階
は
数
寄
屋
風
で
意
匠
を
凝
ら
し
た
床
構
え
付
き
座

敷
と
す
る
。
土
蔵
は
元
着
物
蔵
で
、
一
階
戸
口
に
鏝
絵
の
掛
子
塗
扉
と
、
豪
壮
な
鳥

居
枠
を
構
え
る
。
茶
室
は
三
面
に
庇
を
回
し
て
土
縁
と
し
、
三
畳
茶
室
に
花
頭
窓
形

に
仕
切
っ
た
一
畳
の
床
脇
を
付
す
。
壁
に
埋
め
込
ん
だ
呉
竹
を
床
柱
に
す
る
な
ど
床

構
え
が
独
創
的
な
茶
室
。
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

種
別

基
準

2
3

与
良
町
郷
蔵
（
よ
ら
ま
ち
ご
う
ぐ
ら
）

長
野
県
小
諸
市

E
末
期
／
M
中
期
・
S
5
7
改

修

小
諸
城
下
の
長
勝
寺
境
内
に
所
在
す
る
郷
蔵
。
土
蔵
造
り
、
桟
瓦
葺
き
の
置
屋
根
形

式
。
外
壁
は
荒
壁
仕
上
げ
で
、
北
に
下
屋
を
付
し
て
二
個
所
の
戸
口
を
開
く
。
城
下

で
藩
政
時
代
に
遡
る
唯
一
の
郷
蔵
で
、
近
代
以
降
も
集
会
所
と
し
て
活
用
す
る
。

建
築
物

産
業
1
次

2

2
4

旧
加
納
家
住
宅
主
屋

長
野
県
北
佐
久
郡
軽
井
沢

町
S
2
5
／
S
4
0
移
築

旧
軽
井
沢
区
に
建
つ
坂
倉
準
三
設
計
の
木
造
組
立
住
宅
。
両
妻
面
外
側
の
Ａ
字
形

棟
持
柱
で
合
成
梁
の
棟
を
支
え
て
切
妻
屋
根
を
架
け
る
。
内
部
の
居
間
は
ロ
フ
ト
状

の
中
二
階
を
持
つ
。
戦
後
の
プ
レ
フ
ァ
ブ
建
築
黎
明
期
の
希
少
な
遺
構
。

建
築
物

住
宅

2

2
5

愛
知
県
立
瑞
陵
高
等
学
校
感
喜
堂

（
か
ん
き
ど
う
）
（
旧
講
堂
）

愛
知
県
名
古
屋
市

T
1
3
／
S
5
4
・
H
2
7
改
修

瑞
穂
区
の
校
地
南
西
隅
に
建
つ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
旧
講
堂
。
四
面
に
切
妻
破

風
を
立
ち
上
げ
、
縦
長
の
ガ
ラ
ス
窓
が
上
下
に
意
匠
を
変
え
て
並
ぶ
。
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン

調
に
ま
と
め
た
外
観
を
よ
く
残
す
。

建
築
物

学
校

2

2
6

旧
愛
知
県
半
田
中
学
校
武
道
場
（
七

中
（
な
な
ち
ゅ
う
）
記
念
館
）

愛
知
県
半
田
市

T
1
3
／
S
2
5
・
H
3
0
改
修

現
半
田
高
校
の
校
地
中
央
北
寄
り
に
建
つ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
旧
武
道
場
。
半

切
妻
造
り
桟
瓦
葺
き
で
、
西
正
面
に
切
妻
造
り
玄
関
を
設
け
る
。
小
屋
組
は
木
材
と
丸

鋼
に
よ
る
混
合
ト
ラ
ス
構
造
。
縦
長
窓
や
柱
頭
飾
り
等
で
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ

る
。

建
築
物

学
校

2

2
7

野
間
埼
灯
台

愛
知
県
知
多
郡
美
浜
町

T
1
0
／
H
1
1
改
修

伊
勢
湾
に
突
出
し
た
冨
具
崎
港
南
に
建
つ
円
形
灯
台
。
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
高
さ

一
八
メ
ー
ト
ル
で
、
壁
厚
は
○
・
九
二
メ
ー
ト
ル
と
厚
い
。
内
部
は
五
層
で
、
幾
何
学
的

な
形
の
持
送
で
支
え
た
灯
室
は
ハ
リ
板
（
は
ん
）
を
三
角
形
と
す
る
。
岩
礁
に
建
つ
白

亜
の
灯
台
。

工
作
物

交
通

1

2
8

恵
日
山
観
音
寺
観
音
堂

三
重
県
津
市

S
4
3

津
城
下
中
心
部
、
津
観
音
で
知
ら
れ
る
寺
院
本
堂
。
戦
災
焼
失
し
た
旧
国
宝
の
本
堂

を
建
築
史
家
村
田
治
郎
に
よ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
復
元
し
た
も
の
。
出
三
斗
（
で

み
つ
ど
）
や
蓑
束
（
み
の
づ
か
）
、
建
具
な
ど
の
外
廻
り
意
匠
に
加
え
、
全
体
に
よ
く
旧

態
を
伝
え
る
復
興
建
築
。

建
築
物

宗
教

2

2
9

旧
小
渕
（
こ
ぶ
ち
）
医
院
診
療
棟

S
1
1

建
築
物

文
化
福
祉

2

3
0

旧
小
渕
医
院
住
居
棟

S
1
1

建
築
物

住
宅

1

三
重
県
津
市

津
市
南
西
の
農
村
に
所
在
す
る
医
院
の
洋
風
診
療
所
と
和
風
住
居
棟
。
診
療
所
は

寄
棟
造
り
平
屋
建
て
、
正
面
に
角
柱
の
玄
関
ポ
ー
チ
を
付
け
、
両
脇
に
矩
形
窓
を
開

け
る
な
ど
、
直
線
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
基
調
と
す
る
。
住
居
棟
は
入
母
屋
造
り
の
二
階
建

て
で
、
数
寄
屋
風
の
続
き
間
座
敷
を
二
階
に
配
し
て
縁
に
ガ
ラ
ス
戸
を
建
て
、
落
ち
着

き
あ
る
佇
ま
い
の
近
代
和
風
住
宅
。
診
療
棟
を
洋
風
と
す
る
医
院
の
典
型
。
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

種
別

基
準

3
1

旧
倭
（
や
ま
と
）
村
役
場
(ハ
ッ
レ
倭
）
三
重
県
津
市

S
1
1

初
瀬
街
道
（
は
せ
か
い
ど
う
）
に
面
す
る
木
造
二
階
建
て
の
旧
村
役
場
。
下
見
板
壁
に

矩
形
窓
を
並
べ
た
簡
明
な
外
観
の
一
方
で
、
切
妻
起
り
屋
根
の
車
寄
（
く
る
ま
よ
せ
）

は
拝
み
に
懸
魚
（
げ
ぎ
ょ
）
を
付
す
。
一
階
は
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
広
い
事
務
室
と
奥
に

村
長
室
等
配
し
、
二
階
は
議
場
と
す
る
。
村
役
場
の
旧
態
が
よ
く
残
る
。

建
築
物

官
公
庁
舎

1

3
2

旧
吉
田
医
院
主
屋

S
1
4

建
築
物

文
化
福
祉

2

3
3

旧
吉
田
医
院
入
院
棟

S
2
4

建
築
物

文
化
福
祉

1

3
4

旧
吉
田
医
院
門

S
1
4
頃

工
作
物

文
化
福
祉

1

3
5

住
川
家
住
宅
主
屋

三
重
県
名
張
市

M
中
期
／
T
後
期
改
修

初
瀬
街
道
新
田
宿
（
し
ん
で
ん
し
ゅ
く
）
の
街
道
に
面
す
る
茅
葺
き
農
家
。
四
周
に
瓦

葺
き
の
下
屋
を
廻
す
。
南
を
土
間
、
北
を
床
上
部
二
列
五
室
と
し
て
東
西
面
に
縁
を

通
す
。
表
座
敷
に
床
構
え
を
付
す
。
宿
場
町
の
南
端
に
あ
り
、
街
道
の
風
情
を
留
め

る
。

建
築
物

住
宅

1

3
6

勝
田
家
住
宅
主
屋

大
阪
府
大
阪
市

T
後
期
／
S
4
増
築

市
街
地
に
あ
る
地
主
の
町
家
で
、
元
は
前
栽
（
せ
ん
ざ
い
）
が
あ
り
、
通
り
か
ら
少
し
引

い
た
表
構
え
を
形
成
す
る
。
背
面
庭
側
の
角
座
敷
等
は
銘
木
（
め
い
ぼ
く
）
に
凝
っ
た

造
り
で
北
端
に
サ
ン
ル
ー
ム
を
配
す
。
戦
火
を
免
れ
た
希
少
な
近
代
の
大
型
町
家
で

往
時
の
町
並
み
を
残
す
。

建
築
物

住
宅

2

3
7

四
天
王
寺
五
重
塔

S
3
4
／
R
元
補
強

建
築
物

宗
教

2

3
8

四
天
王
寺
金
堂

S
3
6

建
築
物

宗
教

2

3
9

四
天
王
寺
講
堂

S
3
8

建
築
物

宗
教

2

4
0

四
天
王
寺
中
門

S
3
8

工
作
物

宗
教

2

4
1

四
天
王
寺
廻
廊

S
3
8

建
築
物

宗
教

2

三
重
県
津
市

大
阪
府
大
阪
市

戦
災
や
ジ
ェ
ー
ン
台
風
で
失
わ
れ
た
四
天
王
寺
伽
藍
の
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

に
よ
る
再
建
建
造
物
群
。
発
掘
調
査
成
果
に
中
国
の
古
代
壁
画
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
伽
藍
全
体
に
強
い
柱
の
胴
張
り
、
一
軒
隅
扇
垂
木
（
お
う
ぎ
だ
る
き
）
、
雲
斗
（
く
も

と
）
、
人
字
形
割
束
（
ひ
と
じ
が
た
わ
り
づ
か
）
な
ど
飛
鳥
様
式
を
基
調
と
す
る
。
一
方

で
、
講
堂
は
初
唐
様
式
を
参
考
し
、
五
重
塔
は
心
柱
を
立
て
ず
に
昇
降
に
供
す
る
ら

せ
ん
階
段
を
設
け
る
な
ど
近
代
的
な
側
面
を
備
え
る
。
学
術
的
な
古
代
寺
院
復
元
の

初
例
で
、
建
築
史
家
藤
島
亥
治
郎
に
よ
る
設
計
。

伊
勢
湾
西
岸
の
漁
村
に
所
在
す
る
医
院
建
築
。
主
屋
は
洋
風
診
療
棟
と
和
風
の
玄

関
・
居
住
棟
か
ら
な
る
。
診
療
棟
は
半
切
妻
造
り
屋
根
で
、
壁
を
下
見
板
と
ド
イ
ツ
壁
と

し
、
矩
形
窓
を
並
べ
る
。
玄
関
・
居
住
棟
は
入
母
屋
造
り
の
二
階
建
て
で
続
き
座
敷
を

配
す
る
。
敷
地
奥
の
入
院
棟
は
、
片
廊
下
に
入
院
室
三
室
を
並
べ
、
地
域
医
療
の
実

際
を
伝
え
る
貴
重
な
建
物
。
門
は
旧
道
に
面
し
、
高
さ
二
・
四
メ
ー
ト
ル
の
石
柱
一
対

を
構
え
、
間
に
鉄
製
ア
ー
チ
を
架
け
て
洋
風
意
匠
に
ま
と
め
る
。
診
療
棟
を
洋
風
と
す

る
医
院
の
典
型
。
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

種
別

基
準

4
2

四
天
王
寺
阿
弥
陀
堂

大
阪
府
大
阪
市

延
宝
2
（
1
6
7
4
）
／
S
2
8
・
S
6
3

移
築

寺
域
南
西
部
に
建
つ
希
少
な
寄
棟
造
り
妻
入
り
の
仏
堂
。
奥
深
い
平
面
で
、
化
粧
屋

根
裏
と
鏡
天
井
の
外
陣
・
格
天
井
の
内
陣
・
後
陣
か
ら
な
る
。
三
重
県
国
束
寺
（
く
づ

か
じ
）
本
堂
を
移
築
し
た
紀
州
徳
川
家
ゆ
か
り
の
建
物
。

建
築
物

宗
教

2

4
3

四
天
王
寺
納
骨
堂

大
阪
府
大
阪
市

E
中
期
／
S
2
8
・
S
6
3
移
築

寺
域
南
西
部
に
建
つ
方
三
間
の
宝
形
造
り
桟
瓦
葺
き
の
仏
堂
。
角
柱
で
上
端
に
粽
を

付
け
、
肘
木
は
笹
繰
（
さ
さ
ぐ
り
）
付
き
。
内
部
は
格
天
井
（
ご
う
て
ん
じ
ょ
う
）
で
、
奥
側

三
面
に
納
骨
壇
、
そ
の
中
央
に
軒
唐
破
風
の
宮
殿
（
く
う
で
ん
）
を
置
く
。
三
重
県
国

束
寺
聖
天
堂
を
移
築
し
た
も
の
。

建
築
物

宗
教

2

4
4

四
天
王
寺
聖
霊
院
唐
門

大
阪
府
大
阪
市

文
化
5
（
1
8
0
8
）
／
M
3
0
頃
・

S
2
7
移
築
・
同
5
4
頃
改
修

寺
域
南
東
部
に
建
つ
四
脚
門
。
切
妻
造
り
銅
板
葺
き
で
元
は
檜
皮
葺
。
禅
宗
様
の
意

匠
と
、
蟇
股
等
の
精
巧
な
彫
刻
で
格
式
高
く
飾
る
。
徳
川
家
康
を
合
祀
し
た
用
明
殿

の
正
門
と
し
て
建
築
、
本
坊
御
成
門
（
お
な
り
も
ん
）
を
経
て
、
現
在
地
に
移
築
。

工
作
物

宗
教

1

4
5

四
天
王
寺
本
坊
唐
門

大
阪
府
大
阪
市

E
後
期
／
天
保
頃
改
修
・

M
3
0
頃
移
築

寺
域
北
東
部
の
本
坊
の
正
門
。
向
唐
門
（
む
か
い
か
ら
も
ん
）
本
瓦
葺
き
で
元
檜
皮

（
ひ
わ
だ
）
葺
き
、
格
天
井
と
し
、
禅
宗
様
の
意
匠
と
す
る
。
徳
川
歴
代
将
軍
を
祀
る
五

智
光
院
（
ご
ち
こ
う
い
ん
）
の
正
門
と
し
て
建
築
、
虹
梁
上
の
雲
竜
彫
刻
、
扉
の
三
つ
葉

葵
紋
透
彫
り
、
錺
（
か
ざ
り
）
金
具
を
施
す
な
ど
格
式
高
い
。

工
作
物

宗
教

1

4
6

四
天
王
寺
青
龍
亭

大
阪
府
大
阪
市

M
後
期
／
H
1
5
移
築

四
天
王
寺
本
坊
の
庭
園
内
に
建
つ
独
立
し
た
茶
室
。
屋
根
は
銅
板
葺
き
で
元
は
杉

皮
葺
き
。
内
部
は
台
形
と
正
三
角
形
の
二
席
と
、
こ
れ
ら
を
繋
ぐ
水
屋
か
ら
な
る
斬
新

な
平
面
で
、
意
匠
は
草
庵
風
だ
が
、
一
方
で
開
口
部
が
大
き
く
近
代
的
な
茶
室
で
あ

る
。

建
築
物

宗
教

2

4
7

杉
江
能
楽
堂

大
阪
府
岸
和
田
市

T
6
／
S
4
2
改
修

岸
和
田
城
跡
に
所
在
す
る
能
楽
堂
。
切
妻
造
り
の
舞
台
棟
と
、
橋
掛
り
含
む
楽
屋
棟

を
白
洲
中
庭
に
面
し
て
配
し
、
相
対
す
る
入
母
屋
造
り
座
敷
棟
の
見
所
と
、
下
手
の
脇

見
所
か
ら
な
る
。
対
置
式
（
た
い
ち
し
き
）
と
し
て
白
洲
に
採
光
す
る
。
大
阪
府
内
現
存

最
古
の
能
楽
堂
。

建
築
物

文
化
福
祉

2

4
8

南
海
電
気
鉄
道
南
海
本
線
蛸
地
蔵

駅
西
駅
舎

大
阪
府
岸
和
田
市

T
1
4
／
H
元
改
修

岸
和
田
城
跡
南
西
に
位
置
す
る
南
海
本
線
の
洋
風
駅
舎
。
半
切
妻
屋
根
を
交
差
さ

せ
た
ス
レ
ー
ト
葺
き
の
勾
配
屋
根
と
妻
面
の
屋
根
窓
が
特
徴
的
。
南
海
本
線
洋
風
駅

舎
の
一
つ
で
良
質
な
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
意
匠
と
す
る
。

建
築
物

交
通

1

4
9

吉
野
家
住
宅
主
屋

大
阪
府
岸
和
田
市

S
4

岸
和
田
城
下
の
紀
州
街
道
に
面
す
る
米
穀
商
の
町
家
。
豪
壮
な
二
階
建
て
で
、
西

側
落
棟
は
倉
庫
で
入
母
屋
造
り
と
す
る
。
西
寄
り
に
玄
関
を
設
け
て
通
り
土
間
と
し
、

東
側
に
座
敷
等
を
配
す
。
木
柄
が
太
く
、
肥
松
（
こ
え
ま
つ
）
一
枚
板
の
建
具
な
ど
贅

を
凝
ら
す
。

建
築
物

住
宅

1
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

種
別

基
準

5
0

伴
林
氏
神
社
（
と
も
ば
や
し
の
う
じ
の

じ
ん
じ
ゃ
）
本
殿

S
1
5
／
同
3
6
改
修

建
築
物

宗
教

2

5
1

伴
林
氏
神
社
拝
殿
及
び
幣
殿

S
1
6
／
同
5
8
改
修

建
築
物

宗
教

2

5
2

伴
林
氏
神
社
棟
門
及
び
透
塀

S
1
5
／
同
5
8
改
修

工
作
物

宗
教

1

5
3

伴
林
氏
神
社
手
水
舎

S
1
6
／
同
5
8
・
H
8
改
修

工
作
物

宗
教

2

5
4

伴
林
氏
神
社
若
宮
八
幡
宮
社
殿
(旧

澤
田
尋
常
小
学
校
奉
安
殿
)

大
阪
府
藤
井
寺
市

S
1
5
／
同
4
8
・
H
1
5
移
築

式
内
社
の
神
社
本
殿
西
に
建
つ
元
は
奉
安
殿
の
社
殿
。
木
造
の
一
間
社
神
明
造

（
し
ん
め
い
づ
く
り
）
銅
板
葺
き
で
、
千
木
、
堅
魚
木
、
鞭
掛
（
む
ち
か
け
）
を
備
え
、
木

柄
（
き
が
ら
）
太
く
格
式
備
え
る
。
木
造
奉
安
殿
の
希
少
な
遺
構
で
神
明
造
り
に
よ
る
好

例
。

建
築
物

宗
教

2

5
5

甲
南
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
茶
道

教
室

S
4
6

建
築
物

学
校

2

5
6

甲
南
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
西
門

守
衛
室

S
4
3

建
築
物

学
校

2

5
7

旧
藤
森
家
住
宅
本
館

S
1
5

建
築
物

住
宅

2

5
8

旧
藤
森
家
住
宅
産
殿
（
さ
ん
で
ん
）

S
1
0
頃
／
同
1
5
移
築

建
築
物

住
宅

2

5
9

旧
藤
森
家
住
宅
西
方
庵
（
さ
い
ほ
う
あ

ん
）

S
5

建
築
物

住
宅

2

6
0

旧
藤
森
家
住
宅
水
屋

S
5

建
築
物

住
宅

1

6
1

旧
藤
森
家
住
宅
待
合

S
5

建
築
物

住
宅

2

6
2

旧
藤
森
家
住
宅
雪
隠

S
5

建
築
物

住
宅

1

6
3

旧
藤
森
家
住
宅
露
地
門

S
5

工
作
物

住
宅

1

6
4

旧
藤
森
家
住
宅
勝
手
門

S
1
5

工
作
物

住
宅

1

大
阪
府
藤
井
寺
市

兵
庫
県
神
戸
市

兵
庫
県
姫
路
市

市
野
山
古
墳
（
い
ち
の
や
ま
こ
ふ
ん
）
の
西
に
あ
る
式
内
社
本
殿
で
大
伴
（
お
お
と
も
）

氏
の
祖
神
を
祀
る
。
本
殿
は
、
正
面
三
間
春
日
造
り
で
向
拝
に
切
妻
破
風
を
載
せ
る

大
型
本
殿
。
二
軒
（
ふ
た
の
き
）
繁
垂
木
（
し
げ
だ
る
き
）
、
大
棟
に
堅
魚
木
（
か
つ
お

ぎ
）
、
千
木
（
ち
ぎ
）
、
鬼
板
（
お
に
い
た
）
が
付
く
。
棟
門
及
び
透
塀
が
囲
み
、
木
階

（
も
っ
か
い
）
廻
り
を
幣
殿
に
繋
ぎ
屋
内
と
す
る
。
拝
殿
及
び
幣
殿
は
入
母
屋
造
り
平
入

り
で
、
三
間
の
向
拝
に
千
鳥
破
風
を
載
せ
る
。
奥
に
幣
殿
が
突
出
し
、
翼
廊
を
介
し
東

に
祭
器
所
、
西
に
神
饌
所
を
配
す
。
格
天
井
御
影
石
敷
き
の
広
い
土
間
で
、
近
代
ら

し
い
堂
々
と
し
た
造
り
。
大
鳥
居
外
側
西
に
位
置
す
る
手
水
舎
は
、
靖
国
神
社
手
水

舎
を
移
築
し
た
も
の
。
二
軒
吹
寄
せ
垂
木
、
四
隅
に
三
本
一
組
で
円
柱
を
立
て
る
な

ど
、
近
代
ら
し
い
洗
練
さ
れ
た
意
匠
。
西
の
靖
国
神
社
と
し
て
整
備
さ
れ
た
台
湾
檜
素

木
造
り
の
格
式
あ
る
近
代
社
殿
群
。

校
地
東
に
位
置
す
る
茶
室
と
、
西
門
脇
の
守
衛
室
で
、
と
も
に
設
計
は
村
野
藤
吾
に

よ
る
。
茶
室
は
寄
棟
造
り
桟
瓦
葺
き
で
、
銅
板
葺
き
土
庇
を
南
西
に
付
す
。
六
畳
と
八

畳
の
座
敷
を
東
西
に
並
べ
、
意
匠
は
平
明
で
ガ
ラ
ス
戸
を
採
り
入
れ
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に

通
じ
る
和
風
意
匠
を
よ
く
示
す
。
守
衛
室
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
平
屋
建
て
で
、

宝
形
屋
根
を
載
せ
る
。
出
入
口
を
入
隅
に
し
て
独
立
柱
を
立
て
、
南
角
で
は
出
窓
を

矩
折
れ
に
付
す
な
ど
、
細
部
に
ま
で
意
匠
的
配
慮
が
行
き
届
い
た
守
衛
室
。
既
登
録

の
講
堂
な
ど
と
一
連
で
統
一
感
の
あ
る
良
好
な
キ
ャ
ン
パ
ス
景
観
を
形
成
す
る
。

姫
路
市
中
心
市
街
地
に
建
つ
医
家
の
邸
宅
。
本
館
は
海
老
原
一
郎
に
よ
る
設
計
の

住
宅
で
、
木
造
二
階
建
て
、
座
敷
廻
り
に
洗
練
さ
れ
た
数
寄
屋
風
の
材
料
、
意
匠
を

用
い
る
。
鉄
平
石
敷
き
ポ
ー
チ
の
玄
関
、
直
線
的
意
匠
の
多
用
、
水
平
連
続
窓
の
洋

風
応
接
室
な
ど
、
建
築
家
ら
し
い
工
夫
も
随
所
に
見
ら
れ
る
。
産
殿
は
平
屋
建
て
入
母

屋
造
り
で
、
内
部
は
床
構
え
書
院
付
き
八
畳
と
六
畳
を
並
べ
て
南
に
縁
を
付
し
、
東
に

廊
下
と
洋
室
を
付
す
。
元
は
市
内
旧
濱
本
家
住
宅
別
邸
に
あ
り
、
賀
陽
宮
恒
憲
王
妃

（
か
や
の
み
や
つ
ね
の
り
お
う
ひ
）
の
出
産
に
当
て
ら
れ
た
産
殿
で
希
少
な
建
物
。
庭

園
に
あ
る
茶
室
は
舟
底
天
井
の
六
畳
茶
室
、
四
畳
半
次
の
間
、
水
屋
か
ら
な
り
、
障

子
戸
の
大
開
口
を
取
る
な
ど
開
放
的
。
茶
室
の
西
に
建
つ
独
立
の
水
屋
は
、
平
屋
建

て
の
押
入
付
六
畳
に
、
北
側
を
落
棟
の
土
間
、
そ
の
東
西
に
雪
隠
、
物
置
を
そ
れ
ぞ

れ
突
出
さ
せ
る
。
北
面
は
街
路
に
面
し
て
歴
史
的
景
観
を
形
成
す
る
。
待
合
は
南
半

を
磚
敷
の
腰
掛
待
合
、
北
半
を
土
間
、
三
畳
座
敷
、
水
屋
と
し
、
隣
接
し
て
雪
隠
を
備

え
る
。
露
地
門
は
敷
地
北
面
に
街
路
か
ら
引
き
込
ん
で
立
つ
腕
木
門
で
、
数
寄
屋
風

の
意
匠
と
し
て
茶
室
へ
の
露
地
を
形
成
す
る
。
勝
手
門
は
敷
地
の
北
面
東
に
あ
り
、
本

館
勝
手
口
へ
通
じ
る
数
寄
屋
風
意
匠
の
腕
木
門
で
、
ガ
ラ
ス
格
子
戸
や
照
明
を
備
え

て
近
代
的
な
実
用
性
を
備
え
る
。
全
体
と
し
て
良
質
な
近
代
和
風
邸
宅
で
、
市
街
地

に
お
い
て
貴
重
な
歴
史
的
景
観
と
な
っ
て
い
る
。
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

種
別

基
準

6
5

帯
解
駅
本
屋

奈
良
県
奈
良
市

M
3
1
／
T
1
5
・
S
4
0
代
改
修

奈
良
市
南
郊
の
木
造
駅
舎
。
切
妻
造
り
桟
瓦
葺
き
で
正
面
と
北
面
に
庇
を
廻
す
。
外

壁
は
真
壁
造
り
、
腰
竪
板
張
り
。
北
か
ら
待
合
室
、
事
務
室
、
休
憩
室
を
並
べ
る
。
地

方
駅
舎
と
し
て
標
準
的
な
規
模
で
、
私
鉄
が
整
備
し
た
明
治
期
駅
舎
と
し
て
貴
重
。

建
築
物

交
通

１

6
6

旧
奈
良
警
察
署
鍋
屋
巡
査
派
出
所

奈
良
県
奈
良
市

S
3
／
H
2
4
改
修

奈
良
女
子
大
学
東
側
の
市
街
地
に
位
置
す
る
派
出
所
。
南
西
隅
切
部
を
出
入
口
と

し
、
切
妻
の
飾
破
風
を
掲
げ
、
頂
部
に
フ
ィ
ニ
ア
ル
で
飾
る
。
外
壁
は
ド
イ
ツ
壁
仕
上

を
採
り
入
れ
る
。
地
域
で
親
し
ま
れ
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
派
出
所
。

建
築
物

官
公
庁
舎

１

6
7

一
木
旅
館
本
館

E
末
期
／
S
前
期
改
修

建
築
物

産
業
3
次

１

6
8

一
木
旅
館
玄
関
棟

S
1
2
頃
／
S
3
0
頃
改
修

建
築
物

産
業
3
次

１

6
9

一
木
旅
館
旧
館

M
後
期
／
S
1
2
移
築

建
築
物

産
業
3
次

１

7
0

一
木
旅
館
新
館

S
前
期

建
築
物

産
業
3
次

１

7
1

一
木
旅
館
門
及
び
塀

S
1
2
頃

工
作
物

産
業
3
次

１

7
2

上
田
家
住
宅
主
屋

S
4
頃
／
同
5
3
・
H
5
改
修

建
築
物

住
宅

２

7
3

上
田
家
住
宅
離
れ
座
敷

M
後
期

建
築
物

住
宅

２

7
4

上
田
家
住
宅
乾
蔵

M
後
期

建
築
物

住
宅

１

7
5

美
保
神
社
拝
殿

島
根
県
松
江
市

T
1
3
／
H
1
0
改
修

美
保
関
に
位
置
す
る
式
内
社
の
拝
殿
。
建
築
史
家
伊
東
忠
太
と
明
治
神
宮
造
営
局

木
村
米
次
郎
の
設
計
。
切
妻
造
り
妻
入
り
、
杮
葺
き
で
、
正
面
に
下
屋
と
切
妻
破
風
を

付
す
。
内
部
は
石
敷
で
柱
が
林
立
し
、
四
面
開
放
、
天
井
を
張
ら
ず
に
整
然
と
し
た
小

屋
組
を
み
せ
る
。
い
わ
ゆ
る
美
保
造
（
み
ほ
づ
く
り
）
の
雄
大
な
本
殿
に
相
応
し
い
広
壮

な
社
殿
。

建
築
物

宗
教

１

和
歌
山
県
海
南
市

和
歌
山
県
橋
本
市

長
保
寺
（
ち
ょ
う
ほ
う
じ
）
参
詣
路
に
面
し
て
旅
館
を
営
む
町
家
。
本
館
は
軒
が
低
い
切

妻
造
り
本
瓦
葺
き
の
町
家
で
、
広
い
通
り
土
間
を
設
け
、
玄
関
と
廊
下
、
待
合
等
の
和

室
二
室
と
背
面
側
に
床
構
え
付
き
角
座
敷
を
設
け
る
。
玄
関
棟
は
通
り
に
開
く
門
か
ら

石
敷
き
路
で
引
き
込
ん
だ
前
庭
奥
に
あ
り
、
本
館
か
ら
各
館
を
繋
ぐ
渡
り
廊
下
で
、
内

外
に
数
寄
を
凝
ら
し
た
意
匠
と
す
る
。
旧
館
は
塀
越
し
に
参
詣
道
に
二
階
を
見
せ
る
入

母
屋
造
り
の
建
物
で
、
各
階
に
続
き
座
敷
を
配
し
、
銘
木
趣
味
の
濃
厚
な
意
匠
で
新

館
と
好
対
照
を
な
す
。
新
館
は
、
敷
地
背
面
の
宮
川
に
面
し
て
建
ち
、
客
室
は
寄
付
、

前
室
、
床
構
え
付
き
主
室
、
広
縁
で
構
成
さ
れ
、
落
ち
着
い
た
数
寄
屋
風
意
匠
で
ま
と

め
る
。
門
及
び
塀
は
参
詣
道
沿
い
に
あ
り
、
門
は
風
情
の
あ
る
杉
皮
葺
き
の
腕
木
門

で
、
塀
は
角
窓
を
開
け
、
腰
に
半
割
丸
太
を
張
っ
て
意
匠
を
凝
ら
す
。
歴
史
的
な
景

観
を
構
成
し
、
参
詣
路
に
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
建
物
。

紀
ノ
川
南
岸
に
所
在
す
る
旧
家
の
住
宅
。
主
屋
は
入
母
屋
造
り
に
四
周
下
屋
付
き
、

正
面
に
入
母
屋
造
り
の
玄
関
を
構
え
る
。
玄
関
東
脇
を
居
室
、
そ
の
裏
を
元
は
土
間
と

し
、
表
座
敷
は
離
れ
座
敷
と
庭
を
挟
ん
で
一
連
の
接
客
空
間
と
す
る
。
離
れ
座
敷
は

八
畳
三
間
続
き
の
床
構
え
付
き
座
敷
で
、
主
屋
の
接
客
空
間
を
補
完
す
る
広
壮
な
造

り
。
良
材
を
吟
味
し
、
細
部
意
匠
に
凝
り
な
が
ら
端
正
に
ま
と
め
る
。
乾
蔵
は
青
石
の
石

垣
上
に
建
つ
土
蔵
で
、
敷
地
外
郭
と
な
る
。
木
瓜
形
（
も
っ
こ
う
が
た
）
に
塗
り
回
し
た

入
口
に
裏
白
戸
を
建
て
、
北
側
に
窓
を
開
け
る
。
紀
ノ
川
沿
い
の
歴
史
的
景
観
を
構

成
す
る
と
共
に
、
意
匠
に
優
れ
、
間
取
り
の
近
代
化
を
示
す
近
代
和
風
住
宅
。
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

種
別

基
準

7
6

平
岡
家
住
宅
主
屋

M
5
／
S
前
期

建
築
物

住
宅

２

7
7

平
岡
家
住
宅
台
所

S
前
期

建
築
物

住
宅

１

7
8

平
岡
家
住
宅
納
屋

S
2
9

建
築
物

住
宅

１

7
9

平
岡
家
住
宅
西
塀

M
前
期

工
作
物

住
宅

１

8
0

平
岡
家
住
宅
南
塀

S
前
期

工
作
物

住
宅

１

8
1

松
山
城
筒
井
門

S
4
6

建
築
物

文
化
福
祉

１

8
2

松
山
城
筒
井
門
東
続
櫓

S
4
6

建
築
物

文
化
福
祉

１

8
3

松
山
城
筒
井
門
西
続
櫓

S
4
6

建
築
物

文
化
福
祉

１

8
4

岡
田
三
郎
助
ア
ト
リ
エ

佐
賀
県
佐
賀
市

M
4
1
頃
／
T
後
期
増
築
・

H
3
0
移
築

東
京
都
渋
谷
区
に
あ
っ
た
岡
田
三
郎
助
の
木
造
ア
ト
リ
エ
で
、
郷
里
佐
賀
に
移
築
し

た
も
の
。
ア
ト
リ
エ
と
女
子
洋
画
研
究
所
か
ら
な
る
。
内
部
は
安
定
し
た
採
光
を
確
保
す

る
た
め
、
随
所
に
窓
を
穿
つ
。
画
壇
の
中
心
的
サ
ロ
ン
と
な
っ
た
明
治
期
の
ア
ト
リ
エ

で
、
初
期
女
性
洋
画
家
教
育
施
設
と
し
て
も
貴
重
。

建
築
物

文
化
福
祉

２

8
5

大
田
黒
家
住
宅
主
屋

E
末
期
／
M
前
期
・
T
1
3
頃

増
築
・
H
1
2
改
修

建
築
物

住
宅

１

8
6

大
田
黒
家
住
宅
蔵

T
2
／
H
1
6
改
修

建
築
物

住
宅

１

8
7

坂
本
家
住
宅
主
屋

E
末
期
／
S
5
8
改
修

建
築
物

住
宅

１

8
8

坂
本
家
住
宅
門

E
末
期
／
S
5
8
・
H
3
0
改
修

工
作
物

住
宅

１

徳
島
県
海
部
郡
海
陽
町

愛
媛
県
松
山
市

鞆
城
下
の
集
落
に
所
在
す
る
農
家
建
築
。
間
取
り
は
東
側
を
元
は
広
い
土
間
、
西
側

床
上
を
食
違
い
四
間
取
り
居
室
と
し
、
中
の
間
に
幅
一
間
の
玄
関
を
配
す
。
二
階
建

て
で
外
観
は
発
展
し
て
い
る
が
、
間
取
り
は
当
地
方
の
近
世
民
家
の
定
型
を
継
承
す

る
。
台
所
は
主
屋
背
面
に
建
ち
、
井
戸
ポ
ン
プ
を
設
置
し
、
い
わ
ゆ
る
釜
屋
で
農
家
の

屋
敷
構
え
を
形
成
す
る
。
二
階
建
て
の
納
屋
は
、
一
階
を
倉
庫
や
牛
小
屋
に
用
い
、

二
階
に
床
構
え
付
き
座
敷
を
設
け
て
居
室
と
す
る
。
西
塀
は
当
家
西
側
通
り
を
挟
ん

だ
武
家
町
に
面
す
る
石
垣
で
、
出
隅
に
反
り
を
付
け
て
重
厚
な
構
え
と
な
る
。
南
塀
は

主
屋
正
面
側
に
巡
る
土
塀
で
、
切
石
三
段
布
積
み
の
上
に
建
つ
。
地
域
の
典
型
と
な

る
主
屋
を
中
心
に
屋
敷
構
え
が
良
好
に
残
る
。

昭
和
二
四
年
に
焼
失
し
た
松
山
城
の
門
と
櫓
を
、
昭
和
四
六
年
に
木
造
で
復
元
し
た

も
の
。
筒
井
門
は
本
丸
下
段
の
正
門
で
、
石
垣
に
挟
ま
れ
る
脇
戸
付
櫓
門
。
上
階
は

西
続
櫓
と
東
続
櫓
に
接
続
す
る
。
東
西
続
櫓
は
筒
井
門
上
階
と
一
連
の
入
母
屋
造
り

本
瓦
葺
き
で
、
突
出
部
に
も
入
母
屋
屋
根
を
架
け
る
。
東
に
は
隠
門
が
連
続
し
て
建

ち
、
西
の
戸
無
門
と
と
も
に
独
特
の
枡
形
（
ま
す
が
た
）
を
構
成
し
て
、
松
山
城
特
有
の

縄
張
り
を
構
成
す
る
。

阿
蘇
山
麓
の
農
村
集
落
に
所
在
す
る
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
在
御
家
人
（
ざ
い
ご
け

に
ん
）
の
旧
宅
。
主
屋
は
入
母
屋
造
り
で
周
囲
に
下
屋
を
廻
し
て
正
面
に
式
台
を
構

え
る
。
平
面
は
西
側
を
土
間
、
東
側
居
室
を
六
間
取
り
と
し
、
式
台
や
客
間
を
欄
間
や

襖
絵
が
華
や
か
に
飾
る
。
蔵
は
主
屋
南
に
建
つ
土
蔵
で
、
北
面
壁
は
漆
喰
で
柱
梁

形
（
は
し
ら
は
り
が
た
）
を
塗
り
上
げ
、
腰
を
下
見
板
張
と
し
、
元
は
壁
四
面
と
も
こ
の
仕

様
で
、
独
特
な
意
匠
。
旧
家
の
家
格
を
示
す
。

阿
蘇
山
麓
の
農
村
集
落
に
所
在
す
る
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
在
御
家
人
の
旧
宅
。

主
屋
は
二
階
建
て
入
母
屋
造
り
で
、
平
面
は
広
い
土
間
と
四
間
取
り
居
室
と
し
、
東
側

に
上
質
な
座
敷
を
角
屋
で
張
出
し
、
元
は
式
台
を
備
え
た
。
全
体
に
天
井
が
高
く
、
座

敷
は
貼
付
壁
（
は
り
つ
け
か
べ
）
で
飾
る
等
の
び
や
か
で
上
質
な
大
型
民
家
。
門
は
主

屋
正
面
に
位
置
す
る
薬
医
門
形
式
の
表
門
で
、
簡
素
な
造
り
だ
が
板
天
井
を
張
り
、

引
戸
を
建
て
る
独
特
な
造
り
。
旧
家
の
家
格
を
示
す
。

熊
本
県
菊
池
郡
大
津
町

熊
本
県
菊
池
郡
大
津
町
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N
O
.
名
称

所
在
地

建
設
年
代

特
徴
な
ど

種
別

基
準

8
9

林
家
住
宅
主
屋

熊
本
県
上
益
城
郡
益
城
町
万
延
元
（
1
8
6
1
）
頃
／
S
中

期
改
修
・
H
元
移
築

阿
蘇
山
麓
の
農
村
集
落
に
所
在
す
る
在
宅
侍
衆
（
ざ
い
た
く
さ
む
ら
い
し
ゅ
う
）
の
旧

家
。
木
造
平
屋
建
て
、
屋
根
は
東
を
入
母
屋
造
り
、
西
を
寄
棟
造
り
と
す
る
。
表
の
間

の
玄
関
に
式
台
の
痕
跡
を
残
し
、
西
上
手
に
上
質
な
床
構
え
付
座
敷
を
配
し
て
家
格

を
示
す
。

建
築
物

住
宅

１

9
0

関
埼
灯
台

大
分
県
大
分
市

M
3
4

佐
賀
関
半
島
東
端
の
地
蔵
崎
に
建
つ
灯
台
で
、
鉄
造
、
高
さ
一
一
メ
ー
ト
ル
、
円
筒

形
の
灯
塔
に
扇
形
平
面
の
平
屋
建
て
付
属
舎
が
付
く
。
厚
さ
六
ミ
リ
の
鉄
板
を
曲
面

加
工
し
、
リ
ベ
ッ
ト
止
め
す
る
構
造
で
、
明
治
期
の
鉄
造
灯
台
の
一
つ
で
貴
重
。

工
作
物

交
通

１

注 建
設
年
代
：
E
は
江
戸
、
M
は
明
治
、
T
は
大
正
、
S
は
昭
和
、
H
は
平
成
、
R
は
令
和
の
略
。

種
別
：
土
木
は
土
木
構
造
物
、
工
作
物
は
そ
の
他
工
作
物
の
略
。

基
準
：
1
は
国
土
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
、
2
は
造
形
の
規
範
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
3
は
再
現
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
も
の
。
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